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北
海
道

　
北
海
道
の
同
人
雑
誌
の
灯
り
を
守
る

札
幌
文
学

　

全
国
ど
こ
で
も
同
じ
だ
と
は
思
う
が
、
戦
後
の
一
九
四
五
年
か
ら

五
年
の
間
に
創
刊
さ
れ
た
北
海
道
の
同
人
雑
誌
は
、
ざ
っ
と
数
え

て
五
十
二
誌
。
そ
の
中
に
私
ど
も
の
「
札
幌
文
学
」
も
加
わ
っ
て

一
九
五
〇
年
一
月
の
創
刊
。
す
で
に
創
刊
七
十
一
年
、
現
在
九
十
二

号
発
行
の
準
備
中
と
い
う
誌
歴
を
持
つ
道
内
一
の
老
舗
と
な
っ
た
。

　

創
刊
時
の
札
幌
文
学
の
同
人
は
十
三
名
で
、
編
集
発
行
人
は
西
田

喜
代
司
。
特
に
文
学
的
な
主
義
・
主
張
も
持
た
ず
、
何
の
拘
束
も
な

く
発
表
さ
せ
る
と
い
う
編
集
方
針
だ
っ
た
と
聞
く
。
だ
が
、
創
刊
号

が
出
た
と
き
「
中
央
文
壇
と
繋
が
り
を
持
っ
た
な
か
で
次
々
と
同
人

を
押
し
上
げ
る
べ
き
」
と
す
る
意
見
が
出
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て

「
文
学
的
に
荒
蕪
の
地
で
あ
る
北
海
道
に
肥
料
を
施
す
役
目
を
果
た

せ
ば
よ
い
」
と
す
る
西
田
編
集
人
と
は
意
見
が
合
わ
ず
、
札
幌
文
学

創
刊
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
数
人
が
脱
退
し
た
。

　

こ
の
た
め
一
時
的
だ
が
、
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
札
幌
文
学
だ
っ

た
。
こ
れ
以
後
、
号
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
道
内
各
地
の
実
力
者
や
有

力
新
人
が
加
わ
っ
て
札
幌
文
学
の
実
績
を
向
上
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が

一
九
五
二
年
、
九
号
を
発
行
す
る
直
前
、
西
田
編
集
人
が
病
に
倒
れ

再
び
一
時
休
刊
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
同
人
は
四
十
名
だ
っ
た

が
、
急
き
ょ
、
澤
田
誠
一
が
西
田
に
代
わ
っ
て
編
集
発
行
人
と
な

る
。
再
刊
十
号
の
後
記
に
そ
の
澤
田
誠
一
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

「
北
海
道
で
文
学
す
る
者
に
は
避
け
ら
れ
な
い
、
存
命
的
に
意
識
さ

れ
て
い
る
者
で
あ
り
た
い
」

　

札
幌
文
学
は
澤
田
誠
一
の
後
記
に
よ
っ
て
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た

よ
う
だ
。
札
幌
文
学
を
足
場
に
中
央
文
壇
へ
の
飛
躍
を
果
た
し
た
者

を
含
め
、
梅
田
昌
志
郎
、
橋
崎
政
、
真
崎
晋
吾
、
中
沢
茂
、
山
田
昭

夫
、
工
藤
欣
弥
、
比
良
信
治
、
佐
々
木
逸
郎
、
上
西
晴
治
、
小
桧
山

博
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
足
跡
を
残
し
、
北
海
道
文
学
の
担
い

手
と
し
て
不
動
の
立
場
を
確
立
し
た
。
当
然
、
い
ず
れ
も
北
海
道
を

新人に広く門戸を開くデジタル化に抗してデジタル化に抗して

舞
台
に
し
た
骨
太
の
作
品
で
あ
る
。

　

編
集
人
は
澤
田
誠
一
か
ら
梅
田
昌
志
郎
、
山
田
昭
夫
、
小
野
規
矩

夫
、
工
藤
欣
也
、
小
松
茂
、
田
中
和
夫
へ
と
引
き
継
が
れ
、
現
在

は
坂
本
順
子
が
担
当
し
て
い
る
。
札
幌
文
学
の
年
二
回
発
行
は
第

三
十
九
号
ま
で
続
い
た
。
昭
和
四
十
年
代
で
あ
る
。
釧
路
の
「
北
海

文
学
」
連
載
の
原
田
康
子
さ
ん
の
「
挽
歌
」
が
女
流
文
学
者
賞
を
受

賞
し
、
さ
ら
に
映
画
化
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
年
代
だ
が
、
こ
れ
が

機
と
な
っ
た
の
か
同
人
雑
誌
ブ
ー
ム
が
全
国
的
に
興
っ
た
。
こ
の
時

代
の
道
内
の
同
人
雑
誌
数
は
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
市
民
文
芸
誌
も

含
め
て
百
三
十
を
超
え
て
い
た
ら
し
い
。　
　
　
　
　

　

だ
が
、
時
代
は
急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
つ
つ
進
む
。

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
活
字
離
れ
が
進
み
、
新
聞
購
読
者
の
激
減
、

文
芸
出
版
物
の
不
振
、
書
店
の
激
減
―
―
。
そ
し
て
同
人
の
高
齢
化

に
よ
る
同
人
雑
誌
の
廃
刊
、
印
刷
費
用
の
負
担
増
に
よ
る
休
刊
・
廃

刊
―
―
。　

　

つ
い
最
近
、「
人
間
像
」
と
「
文
芸
岩
見
沢
」
が
終
刊
に
な
っ
た
。

歴
史
が
あ
り
、
優
れ
た
作
品
が
載
っ
た
両
誌
だ
っ
た
。
閉
じ
た
理
由

は
同
人
の
高
齢
化
だ
と
聞
く
。
「
人
間
像
」
は
後
継
者
な
し
、
に
よ

る
廃
刊
だ
と
い
う
。

　

札
幌
文
学
は
三
十
名
を
超
え
る
同
人
が
加
わ
っ
て
い
た
時
も
あ
っ

た
が
、
い
ま
は
往
時
の
半
数
近
く
の
同
人
で
年
一
回
の
発
行
を
継
続

し
て
い
る
。
実
は
十
五
年
ほ
ど
前
、「
実
力
あ
る
同
人
の
発
表
の
場
」

と
い
う
編
集
方
針
を
「
文
学
を
志
す
新
人
に
広
く
門
戸
を
開
く
作
品
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発
表
の
場
」
に
改
め
た
。
そ
し
て
同
人
費
は
年
間
二
千
円
。
宣
伝
を

し
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
男
性
中
心
だ
っ
た
札
幌
文

学
は
に
わ
か
に
女
性
同
人
が
加
わ
っ
て
、
彩
り
豊
か
な
文
芸
同
人
誌

に
変
貌
し
た
。
こ
れ
も
同
人
雑
誌
の
裾
野
を
広
げ
、
新
し
い
方
向
に

進
む
発
展
の
一
つ
の
道
だ
と
納
得
し
て
い
る
。

　

こ
れ
も
ま
た
古
い
話
だ
が
十
年
前
の
春
、
「
江
別
文
学
」
と
「
鉄

道
林
」
の
編
集
者
に
声
を
か
け
、
「
札
幌
地
方
同
人
雑
誌
懇
話
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。
や
が
て
は
北
海
道
内
の
同
人
誌
間
の
交
流
を
図

り
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
互
い
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
同
人
誌
の
継
続

発
行
を
願
う
企
画
だ
っ
た
。
参
加
は
当
初
、
札
幌
圏
内
の
十
八
誌

で
、
連
絡
会
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
が
増
え
、
翌
年
に
は
「
札
幌
地

方
同
人
雑
誌
作
品
選
集
（
第
一
集
）
を
刊
行
す
る
ま
で
に
発
展
し

た
。
掲
載
作
品
は
各
誌
を
代
表
す
る
も
の
で
、
各
誌
に
委
任
だ
っ

た
。
紀
伊
國
屋
書
店
札
幌
駅
前
本
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
「
同
人
雑
誌

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
決
ま
っ
た
。
同
店
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

の
「
パ
ネ
ル
展
」
も
大
入
り
だ
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
「
札
幌
地
方
」

を
「
北
海
道
」
に
改
め
「
第
二
集
」
を
刊
行
し
た
。

「
北
海
道
地
方
同
人
雑
誌
作
品
選
集
」
は
、
当
初
の
予
定
通
り
第
五

集
で
終
了
し
た
。

　

五
年
に
わ
た
る
選
集
刊
行
と
パ
ネ
ル
展
開
催
で
知
っ
た
の
は
、
小

説
や
随
筆
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
非
常
に
多
い
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
思
い
は
様
々
だ
が
、
そ
の
シ
ー
ン
に
出
会
う
ご
と
に
同
人

雑
誌
に
関
わ
る
周
り
の
仲
間
た
ち
を
見
回
し
て
し
ま
う
。
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そ
し
て
「
北
海
道
の
同
人
雑
誌
の
灯
か
り
を
守
る
」
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
私
ど
も
の
強
靭
な
信
念
は
、
今
も
、
こ
れ

か
ら
も
決
し
て
崩
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
再
び
言
い
聞
か
せ
て
し

ま
う
。　

　
　
　
　
　
　

             　

（
文
責
／
田
中
和
夫
）
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